
様式１ 令和元年度 小林市立永久津小学校 自己評価書

４段階評価 ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する

学校経営

ビジョン

笑顔で登校 笑顔で下校 思いやりあふれる永久津っ子の育成

～ 学校・家庭・地域が一体となって１４６年の絆のかけはしをつなぐ ～

項目
本年度の重点目標と

目標達成のための手段

具体的な

数値目標等

具体的な取組

【学びたい度 ７５％（Ｈ３０ ７２％）】

自己評価
結果の考察・分析および改善策

取組別 総合

知
育

【目標】学力向上
(子どもの将来を見据え
て今の学びを考える)

◎ 児童主体の「楽し
く」「分かる」「できる」
授業をめざし、これか
らの社会の変容を意
識し、児童の将来を見
据え責任をもった学
習指導を展開するこ
とによって、学力のさ
らなる向上を図る。

【手段・具体的な取組】
１ 主体的・対話的で深
い学びの創造と確実
な振り返り

２ 職員相互の認め合
いと学び合い

３ 立腰指導の徹底と
基本的学習習慣の定
着

４ 家庭学習習慣の定
着と放課後子ども教
室との連携強化

・「わかる」まで教

え、できるまで

「見届ける」授

業

・Web学習単元評
価システム活用

１００％

・ １単位時間の授業の充実、指導内容

の精選、指示や発問の工夫に取り組ん

でいる。

・ 現段階での活用率１００％

３

３

３

〇 「めあて」に始まり、「まとめ」で終わる授業の流れを意識

して実践できた。今後は「個々の教師の授業対するチェック

ポイント」も意識して、指導していきたい。

〇 業間にＷｅｂ単元テストを実施することが、この活用率に

つながっていると考えられる。今後は、復習などのさらなる

活用を図ったり、個に応じたきめ細かな指導を行ったりする

必要がある。

・年間１回以上の

授業公開

・ＣＲＴ前年度比

３ポイントアッ

プ

・ 全員が授業公開を実施（国語）

職員相互の学び合い

・ 校時程に学力向上のための時間を設

定し取組を継続している。

※ CRT １月実施

４

〇 全員が公開授業を実施し、授業改善・授業力向上を図って

きた。（国語）

〇 ＣＲＴテストについては、1月実施のため、実施後に分析を

行い、指導に役立てていきたい。

・児童の自己評価

（立腰）８０％

以上

・鉛筆の正しい持

ち方８０％以上

・ 月目標に設定し、全体指導や学級で
の指導を継続した。
※児童自己評価：６６％(とてもよい、よい)

・ ５月調査 ４４％
７月調査 ４９％
１０月調査 ５３％
１２月調査 ５９％
２月調査 ６５，７％

３

２

〇 立腰については、指導を行ったが、目標値を達成すること

はできなかった。再度職員での共通理解を図り、授業での積

極的な言葉かけを行い、児童の意識化を図っていきたい。

〇 鉛筆の持ち方については目標に達することができなかった

が、今後も継続し、80％以上を目指したい。

・家庭学習の実態

調査による定着

度の個人評価

８０％以上

・ 毎月、「親子読書週間」を設定し、
保護者の協力を得ながら家庭学習の
充実に取り組んでいる。

・１２月アンケート
児 童：９３％
保護者：７４％
教職員：８３％

３

〇 おおむね目標を達成でき、全体的によく取り組めている。

今後は個別の指導を充実し、児童の自己評価 100％を目指して

いきたい。



徳
育

【目標】豊かな心の教育
推進
（生徒指導3機能生かし
た認める指導と体験活
動の充実）

◎ 道徳や特別活動、こ
すもす科との関連を
踏まえた体験活動の
推進による、豊かな感
性と思いやりの心の
育成。

【手段・具体的な取組】
１ 自己を見つめ、多面
的・多角的な見方を育
む授業の推進

２ 基本的生活習慣の
意義を考えさせる指
導と定着の推進）

３ 日本一の読書県宮
崎の推進

４ 徳育集会・バースデ
ィ給食による心のふ
れあい推進

・学校支援ボラン

ティア活用

年間７００人

・ ２月末現在 ９７６人の活用

読み聞かせ、学習支援など
３

３

○ KSSVCなど、地域の方々の協力を得ることで、児童にとっ
て豊かな心を育成する体験活動を行うことができた。（米作

り、昔の遊び、凧作り、保育士体験等）今後も計画的に進め

ていきたい。

・基本的な生活習

慣に関する中学

校との共通実践

項目に関する児

童の自己評価

８０％以上

あいさつ指導

Ｐ立ち番指導

集団登下校

避難訓練

避難経路確認

風水害 地震 火災

雨の日の過ごし方

栽培活動

教育相談

IF委員会
清掃班会

清掃指導

ワックスがけ

クラブ・委員会

３

３

３

４

４

３

３

４

３

３

３

３

３

○ 基本的な生活習慣の定着については、学校全体また、各学

級での繰り返しの指導と、児童自身にしっかりと物事に対し

て向き合い判断させることを重視した指導を行ってきた結

果、定着がうかがえる。

○ 規範意識をもっての指導は大切であることを踏まえ、「○○

してはいけません」ではなく、「こんな時はどう考えてどのよ

うに行動していけばよいか」を考えさせながら行動させてい

く指導は今後も継続していきたい。

○ 大きな不登校やいじめの問題は現在のところないが、学校

は常に児童の様子を細かく把握し、保護者や地域とも連携を

図りながら児童理解に努め、積極的な生徒指導を推進してい

きたいと考える。

・年間一人５０冊

以上の読書量
・ 図書担当教諭、学校図書館協力員に

よる読書指導を継続して実施

・ 図書委員会の取組により多読賞の表

彰や読書推進活動として、読書ビンゴ

など行った。

・１２月末現在：一人平均９６冊

※児童の自己評価６８％

３

〇 毎週月曜日の朝の時間に、地域ボランティアの方々による

読み聞かせを本年度も実施している。児童も楽しみにしてい

る。読み聞かせの本の選定や回数を検討していく。

〇 学校図書協力支援員が、図書の貸し出しや図書館設営を行

っている。新刊図書を工夫して紹介するなど、児童の読書意

欲を高める工夫を行ってきた。

〇 12月現在、図書の総貸出冊数は６７６９冊で一人平均９６．
７冊である。さらに貸出冊数が伸びるよう、読書意欲を高め

ていきたい。



・バースデー給食

を毎月実施
・ 毎月、校長室でバースデー給食を実

施している。

※ 校長先生より、一人一人に直筆の

バースデーカードをプレゼント

４

毎月１回の実施を通して、心のふれあい行うことが出来た。

体
育

【目標】健やかな心体の

育成

（生きる力の元となる

健康・体力を意識して）

◎ 体力向上プランを

意識した授業・体育的

行事・日常の体育的活

動を通して、基礎体力

の向上と健康的な生

活習慣の定着を図る。

【手段・具体的な取組】

１ 体力・運動能力の向

上

２ 危険予知・回避能力

の育成と地域・保護者

との連携

３ 保健指導の充実

４ 家庭・地域との連携

・体力テスト分析

による改善方法

の策定と実践

Ｔスコア５０以

上の割合

７０％以上

・体育授業に関す

る教師の自己評

価

８０％以上

・ 体力テスト分析後、体力向上プラン

を策定し、体育の授業、授業以外の取

組を実施

体力テスト結果：５９％

・ 体育の授業で運動量を確保するなど

授業改善に取り組んでいる。

教師の自己評価：１００％

２

４

３

○ 体力テストの結果、児童の体力が県の平均と比べて高いこ

とが明らかになった。しかし、ＤＥ評価の児童の割合が前年

度よりも増えており、全体を通して体力の低下がみられた。

○ 来年度は体育の授業を中心に体力向上の取組を図るだけで

なく、家庭での取組について定期的取り組みを促す必要があ

る。今後、体力向上に向けた取組内容を検討していく必要が

ある。

・避難訓練や安全

点検に関する教

師の自己評価

８０％以上

・ 定期的な避難訓練や安全点検を実

施

※ 教師の自己評価：１００％
４

〇 年度当初に、避難経路や避難場所の確認をし共通理解をす

ることができた。

○ いろいろなパターンの避難訓練を行うことにより、臨機応

変に児童が自分で自分の命を守る意識を高めることができ

た。今後も、短い時間を使って避難体制をとる訓練をしてい

くことで、さらに効果が高まると期待される。

・むし歯治療率

１００％
・ ２月末現在

むし歯治療率 ５２．９％

※ 治療が終わっていない児童への

個別指導と保護者への治療の勧め

を実施

２

○ 養護教諭や学級担任、委員会での取組でむし歯予防に努め

ることが出来た。しかし、むし歯治療率は５２．９％にとど

まっている。今後も個別の指導を行いながら更に治療率を高

めていきたい。（平成３０年度の治療率：６０．９％）

・全員出席

１００日以上
・ ２月２８日現在 ８５日

２

○ 集会で全児童に呼びかけたり、保健だよりで健康管理につ

いて啓発を行ったが、昨年度に比べて欠席０の日が少なかっ

た。今後は養護教諭と学級担任が連携を図り、換気や手洗い・

うがいを呼びかけるようにしたい。



食
育

【目標】望ましい食習慣

の育成

（食は生きる源）

◎ 様々な経験を通じ

て「食」に関する知識

と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生

活を実現することが

できる基礎を育てる。

【手段・具体的な取組】

１ 伝統的な食文化や

食習慣を振り返る授

業の展開

２ 食育指導の充実

３ ＨＰによる情報提

供（今日の給食コーナ

ー）

・農業体験や食育

の日と関連した

家庭科授業の実

施

・学校支援ボラン

ティアとの連動

・ ５年総合的な学習の時間

米作りを実施

・ １・２年生活科 学校支援ボランテ

ィアを活用し芋作りを実施

・ ６年生は、JA 主催のそばプロジェ

クト（種蒔き・収穫・そば打ち体験）

３

３

○ 地域の営農組合、JA の方、学校支援ボランティアの方の協

力で、実施できた。

○ 低学年では、生活科で芋作りを実施した。

○ ５年生の総合的な学習の時間に米作りを実施した。天候の

関係で稲刈りは実施できなかった。総合的な学習の時間で行

うのであれば、児童が米作りにもっと関われる方法（例えば

バケツ稲）で行ってはどうか。

○ ６年生は、JA 主催のそばプロジェクト参加し、家庭科の授

業でそば打ち体験を行った。

・給食に関する児

童の自己評価

８０％以上

・養護教諭による

食育指導

（全学年で実施）

・弁当の日３回、

チャレンジクッ

キング２日実施

・ 給食を中心とした食育指導を実施

児童の自己評価：９３％

・ １学期、全学年で養護教諭・栄養教

諭による食育の授業を実施

・ 食育の日１回実施、チャレンジクッ

キング１回実施

３

○ 好き嫌いなく食べる児童が多く残食がほとんどなかった。

日常の給食指導では学級担任を中心に食に関する指導の充実

を図ってきた。

○ 養護教諭・栄養教諭と連携して全学年で食育の指導を行う

ことが出来た。また、給食時の放送で郷土料理の紹介をする

ことで地域の料理や地元の食材など関心を高めることが出来

た。年間３回の「食育の日」や長期休業中の「チャレンジク

ッキング」を実施し、各家庭で積極的に取り組んでいただい

た。

○ 地元の畜産農家の方々に来ていただき、交流給食を行うこ

とで地産地消の良さや感謝の気持ちを育むことにつながっ

た。

・ＨＰによる情報

提供（毎日）

・ ホームページに毎日記載
３

○ 食育に関する取り組みの様子をホームページに紹介するな

ど情報公開に努めた。

そ
の
他

【目標】

働き方改革に向けた業

務改善

１ 業務の見直し

・時間外勤務時

間の削減

・学校行事の見直し

・校時程の見直し
３ ３

○ 学校行事等について全職員で話し合い、見直しを行ったこ

とで、業務内容の改善につながった。

本年度の取組内容については、ほぼ達成している状況であるが、体力・運動能力と虫歯治療率の向上に課題が見られたので、次年度は、さらに具

体的かつ効果的な取組を模索していきたい。また、達成目標をより重点化し、職員のモチベーションを高め、多忙感や負担感の軽減にも努めていき

たい。

次年度の方向

性についての

校長所見




